
地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市 おおた

大田区
歴史・見所・名所
大田区は、昭和２２（１９４７）年３月１５日に大森区と蒲田区の合併により
誕生しました。区名は両区から一文字ずつ取り命名されました。大森
貝塚が示すように、大田区には古代から人々が暮らし、江戸期には海
苔の養殖が盛んに行われました。また、東海道の街道筋に当たってい
たため、人馬の往来で賑わいました。大正期以降は製造業などの中小
工場が集積して戦後の経済成長を支え、現在も「ものづくりのまち」と
して知られています。昭和３８（１９６３）年には、海苔の養殖が幕を閉じ、
臨海部には羽田空港や大田市場など物流施設が整備されました。台地
部は田園調布をはじめ緑の多い住宅地となっています。
関東で最古の五重塔がある池上本門寺や、尾﨑士郎、室生犀星、川
瀬巴水など多くの文士や芸術家が移り住んだ「馬込文士村」では、歴史
を感じながら散策が楽しめます。池上梅園、桜坂、多摩川台公園のあ
じさい、田園調布のイチョウ並木、羽田猟師町の風情、蒲田・大森の
繁華街、商店街、黒湯温泉なども見所です。

概要
大田区は、日本の空の玄関口である羽田空港を擁する区として、国
内外の都市との交流を積極的に行い、観光や多文化共生などを充実さ
せて、「住んで良し、訪れて良し」のおもてなしの心と魅力があふれる
「国際都市おおた」を目指しています。
また、勝海舟が愛した洗足池、江戸無血開城に向けた交渉が行われ
た池上本門寺など、時代の躍動を感じられる史跡にあふれており、令
和元（２０１９）年には全国初の勝海舟記念館を開設しました。
高度な技術力を持つ多くの町工場、賑わいのある商店街、田園調布
に代表される美しいまちなみや多摩川などの自然、歴史ある伝統文
化、手軽に楽しめる多国籍グルメなど、多彩な魅力にあふれ、「東京
の縮図」ともいえるまちです。
区内の二つの蒲田駅（ＪＲ・東急蒲田駅と京急蒲田駅）をつなぐ新空

港線について、令和４（２０２２）年６月６日に東京都と大田区は基本的事項
について合意しました。この新空港線の整備を契機に沿線のまちづく
りも進め、区全体がより一層魅力的になるよう取組んでいきます。
新型コロナウイルス感染症を克服し、誰もが暮らしやすいまちにす
るため、区民、自治会・町会、事業者やＮＰＯなどの団体との連携・
協働により「地域力」を発揮し、持続可能な区政運営を進めてまいりま
す。

主要課題

① 健康維持・感染症対策
全世界に混乱をもたらした新型コロナウイルス感染症は区民に大き
な不安を与えました。区民が安全・安心な生活を送れるよう、関係機
関と連携して感染症対策に取り組みます。また、外出や運動をする機
会が減ることで、高齢者の健康状態悪化、子どもの体力低下などが懸

面積 ………………６１．８６㎢
世帯数 ………４００，６３６世帯
人口 ……………７２９，４２３人
（うち外国人）……２３，０３１人
予算 ……………３，００９億円
職員数 ……………４，２３５人

大田区公式ＰＲキャラクター

シティプロモーションを展開
していくためのブランドメッ
セージ

大田区総合体育館
「みる」スポーツと「する」ス
ポーツを基本コンセプトにし
た大型の体育館です。

大田区立勝海舟記念館
国登録有形文化財である旧清
明文庫を保存・活用しながら
増築し、全国初の勝海舟記念
館を開館しました。
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念されています。新しい日常においても、誰もが健康維持や体力向上
に取り組めるよう、多様な取組みを進めます。
② 大規模自然災害対策
近年、我が国では巨大地震や超大型台風等が繰り返し発生し、数多
くの人々の生命や財産が奪われています。今後も気候変動等により、
ますます大規模自然災害の発生頻度が高まることが懸念されていま
す。安全・安心な区民生活を守るため、大田区はこれらの脅威に備
え、計画的な災害対策に取組みます。
③ 生活支援策
新型コロナウイルス感染症の拡大等による経済活動への影響によ
り、区民の生活は厳しい状況が続いています。区では支援を必要とす
る方をはじめ、誰もが安定、安心した暮らしができるよう、区民生活
を支えるための様々な取組みに注力します。
④ 経済活動支援策
ポストコロナ時代において大きな困難に立ち向かう事業者を支える
ため、感染症拡大防止を図りながら、消費喚起や受注機会の創出・拡
大等を通じた事業の継続支援を適切かつ迅速に行い、区内経済の新た
な成長に取組みます。また、区施策活用スペース「ＨＡＮＥＤＡ×Ｐ
ｉＯ」を起点とした区内企業と全国・世界の取引機会拡充や、副業人
材の活用並びに事業承継支援等を通じ、「産業のまち大田」のより一層
の発展に向けた取組みを推進します。
⑤ 学びの保障・子どもの生活応援
未来を担う子どもたちの成長を支えるため、いつでもどこでも質の
高い教育を提供できる環境を整備するとともに、安全で安心して子ど
もを育てることができる生活の支援や、子どもへの虐待防止に取組ん
でいくことにより、子どもの学びを保障し子どもたちの未来を切り拓
きます。
⑥ 新たな自治体経営へのシフト
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、社会経済状況は大きく変
化し、大田区の行財政運営は今後さらに厳しさを増していくことが予
想されます。このような状況を踏まえ、大田区は「ヒト・モノ・カネ
・組織」という４つの行政資源を最大限に活用し、これまで以上に効果
的・効率的な自治体経営を実現していく必要があります。デジタル技
術の活用や、公民連携など様々な手法を取り入れ、新たな自治体経営
へとシフトし、厳しい社会の状況においても、多様化したニーズに柔
軟に対応する自治体経営を進めます。

将来展望
大田区では令和４（２０２２）年３月に都市計画マスタープランを改定し、
戦略的に都市づくりを進めています。羽田空港の機能強化や、新空港
線整備とあわせた地区の再整備等により、さらなるまちの発展が期待
されます。
また、暮らしの面からは、令和４（２０２２）年４月には２年連続で待機児
童ゼロを実現し、安心して子どもを生み育てやすいまちづくりを進め
ています。
さらに、環境の面からは、令和４（２０２２）年２月に２０５０年に温室効果ガ
ス実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」を宣言して、脱炭素社会の
実現に向けた実践行動に取り組んでいます。
こうした未来に向けたさまざまな取組みを進め、全世界共通の目標
であるＳＤＧｓの達成を通して、誰一人取り残さない持続可能で多様
性と包摂性のある地域社会を構築していきます。

国際都市の玄関となる羽田空
港
アジアの拠点として、日本の
玄関口として、首都東京の価
値を高めるとともに、おもて
なしの心と魅力があふれる
「国際都市おおた」を目指して
います。

羽田イノベーションシティ
先端産業と文化産業の融合が
体験できます。

田園調布せせらぎ公園・せせ
らぎ館
水と緑に囲まれた豊かな自然
を感じることのできる公園で
す。せせらぎ館は隈研吾氏が
設計に携わり、公園内の憩い
の場として親しまれていま
す。

西六郷公園（タイヤ公園）
海外でも紹介された、タイヤ
を利用した怪獣やロボットな
どのモニュメントや遊具のあ
る公園です。

大森ふるさとの浜辺公園
砂浜や干潟を持つ都内で初め
ての区立海浜公園です。隣接
する大森海苔のふるさと館で
は海苔づくりの歴史を知るこ
とができます。
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